
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

黒井　翼

キュマイラ
ブラックドッグ

レネゲイドビーイングA

1５？（外見）

渇望

天の眼差し

自傷

勧誘

高校生

男

38

慕情

5
1
1
1

1
0
0
0

3
0
0
0

9
1
1
1

39
3
3
8
16

1 1 4
1 5 4

UGN 1

　　 0

0 0

Ｄロイス変異種：ブラックドッグ
奥村瑞希

シナリオロイス
PC間ロイス

庇護
尽力

好奇心
執着
憧憬

無関心
不安
不安
嫌気
憐憫

コネ：UGN幹部
コネ：手配師

携帯電話
制服
鞄

コネ：要人への貸し
思い出の一品

10 ５

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラックドッグ

魔獣の本能

鷹の翼

雷の槍

雷神の槌

ヒューマンズネイバー

オリジン：ヒューマン

雷の加護

降魔の雷

加速装置

★

0

2

1

1

3

2

1

1

1

3

2

1

3

★

-

1d10

2

2

3

2

3

2

２

４

2

オート

気絶時

メジャー

メジャーリアクション

マイナー

メジャー

メジャー

常時

マイナー

マイナー

メジャー

セットアップ

視界

-

至近

視界

視界

至近

シーン

自身

自身

範囲

自身：至近

自身

ー

自身

自動

自動

対決

自動成功

対決

対決

自動成功

自動成功

対決

自動成功

-

↓100

レネゲイドビーイング

レネゲイドビーイング

Ｄロイス

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV(min:7)

判定を【肉体】で行える

シーン間、飛行状態　ドッジのダイス+LV　マイナーで解除/再設定可能

[攻撃力：+[LV*2+4]]の射撃攻撃　判定ダイス-1　同エンゲージ不可　

[攻撃力：+6]の射撃攻撃　同エンゲージ不可　1シナリオLV回

衝動判定のダイス数を＋LV個　浸食率によるレベルアップの効果を受けない　浸食率＋５

そのシーンの間、あなたがエフェクトを利用して判定するあらゆる達成値を＋LVする

そのメインプロセスの間 ブラックドッグ判定ダイス+LV

攻撃力：＋ＬＶ×４の射撃攻撃を行う。この攻撃に対するドッジのダイスを―２個。使用制限１シナリオ3回

ラウンド間、使用者の行動値LVx4

元：とあるブラムストーカー使いの従者。年齢と比べて童顔ちびすけなのは割と主人の趣味？というか主人は幼女
それでも強力な使い手が主人であったが故に、精巧に人間そっくりにつくられ…精巧過ぎたが故に、自我を持った。
最初は本当に自我を持ったことを興味深げにしていた主人だが、反抗的な態度が過ぎたために虐待が続き廃棄されそうになる。
ようやく生まれた自我、自分は生きている、求めるは自由。その瞬間、レネゲイドビーイングとしての新たなシンドロームが目覚め、主人から独立。手に入れた
力で主人の元から逃走した。それが１８年前の出来事。

独立した後は、自我を持った瞬間から頭の中に聞こえてくる声：ヴィヴィと名乗る少女（喋りはロリババア的な何か）の導くままに人里離れた場所で生活する。
そうしているうちに、レネゲイドビーイングとしての存在を検知され、ゼノスに勧誘された。
勧誘時にヴィヴィの計らい（おせっかい）で、人間らしい生活を送ってみろと高校への籍をもらって通っている。
一人になってしばらくのうちは、主人の下にいたころの悪夢で飛び起きることがままあったとか。
ある種のトラウマだったらしい。

連続家出事件の際に、かつての主人である五月雨と再び相対し、彼女を打ち破る。
恐怖と憎悪対象であった彼女との関係を清算し、最期の世話をしてやった。

ところどころちょっぴりキザでクールにかっこよく厨二
でもよくよく見るとどこか抜けてることもある。（無自覚）
一度頭に血が上るとたちまち冷静さが抜けて目の前のことまっしぐらの猪突猛進へ
そしてだいたいすっころんで後で怒られてしょげる。
大人ぶりたい子供のような存在であり、また人間のようになりたいと思っている節もあるとか。
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